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な
に
わ
の
ふ
く
し
探
訪
！

変
化
す
る〝
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
・
釜
ヶ
崎
〟の
現
実
か
ら
学
ぶ

　

第
二
〇
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
の
二
日
目
（
八
月
三
一
日
）
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
企
画
。
現
時
点
で
は
、「
生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
と
「
釜
ヶ
崎
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

在
日
コ
リ
ア
ン
が
多
く
住
む
大
阪
市
生
野
区
。
植
民
地
時
代
の
一
九
二
二
年

～
四
五
年
に
か
け
て
、「
君
が
代
丸
」
と
い
う
済
州
島
と
大
阪
を
結
ぶ
貨
客
船

が
運
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
生
野
区
を
流
れ
る
平
野
川
の
開
削
工
事
に
、
朝

鮮
の
人
々
が
労
働
力
と
し
て
集
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
背
景
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。　



　意見交流の場では、在日コリアンで障がいのある子どもをもつ趙
チョチファ

知華さん（写真左中央）と
安
アンリョンボン

龍峰さん（写真左奥）から、自身の生い立ちや、在日コリアンとして生きてきた思い、障害
のある子どもを抱えて感じたことや悩みをお話いただきます。
　また、生野区で約60年にわたり子どもたちの生活と成長を見守ってきた保育園、東桃谷幼
児の園の林綾子園長と、園の元保護者でもあり、長年地域の活動に取り組まれている船越康

やすのぶ

亘
さん（全国借地借家人組合連合会相談役）にもお話をいただきます。



　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
二
か
所
め
は
、
西
成
区
釜
ヶ
崎
で
す
。
引
率
を
お
願
い
す
る
の
は
水
野
阿あ
し
ゅ
ら

修
羅

さ
ん
（
写
真
・
メ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
大
阪
）、
後
半
の
お
話
は
荘し
ょ
う
ほ保

共と
も
こ子

さ
ん
（
こ
ど
も
の
里
館
長
）

で
す
。

　

い
ま
釜
ヶ
崎
は
、
元
日
雇
い
労
働
者
の
高
齢
化
で
生
活
保
護
受
給
者
を
対
象
に
し
た
「
福
祉
マ
ン

シ
ョ
ン
」
や
老
人
ホ
ー
ム
が
乱
立
す
る
一
方
、
日
雇
い
労
働
者
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
日
本
一
の
「
寄
せ
場
機
能
」
を
も
つ
釜
ヶ
崎
に
は
全
国
か
ら
労
働
者
が
あ
つ
ま
り
、
と

く
に
い
ま
は
、
福
島
原
発
の
作
業
員
や
建
設
職
人
の
求
人
が
集
ま
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
の
所

持
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
で
も
身
分
証
明
が
き
び
し
く
な
る
な
か
、
釜
ヶ
崎
に
く
る
若
者
も
少
な
く
な
い

と
水
野
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。



　
「
生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
も
「
釜
ヶ
崎
」
も
、
ど
ち
ら
も
日
本
、
そ
し
て
大

阪
で
す
。
現
地
に
足
を
運
び
、
空
気
を
感
じ
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち
や
、

生
野
で
生
き
る
、
釜
ヶ
崎
で
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
学
び
考
え
る

機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。（
写
真
・
文　

申
佳
弥
）

※�

参
加
申
込
み
は
、
第
二
〇
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
の
要
項
が
で
き
て
か
ら
の

開
始
で
す
。
ど
ち
ら
も
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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昨
年
一
二
月
四
日
、
第
一
八
五
回
臨
時
国
会
に
お
い
て
、「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
障
害

者
権
利
条
約
）」
の
批
准
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
一
月
二
〇
日
、
わ
が
国
は
正
式
な

締
約
国
と
な
り
、
二
月
一
九
日
を
も
っ
て
、
条
約
は
発
効
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
長
年
の
運
動
が
実
っ

た
も
の
で
あ
り
、感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。
私
た
ち
全
日
本
視
覚
障
害
者
協
議
会
（
以
下
、全
視
協
）
は
、

一
九
六
七
年
の
結
成
以
来
、
視
覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
運
動
し
て
き
ま
し
た
。
批

准
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
権
利
保
障
運
動
を
前
進
さ
せ
、
条
約
の
趣
旨
に
そ
っ
た
施
策
の
実
現
を
政
府

に
求
め
て
い
く
決
意
で
す
。
い
ま
、
私
た
ち
は
、
運
動
の
羅
針
盤
を
得
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
視
覚
障
害
者
の
三
つ
の
不
自
由
と
い
え
ば
、
歩
行
・
移
動
の
不
自
由
、
情
報
の
摂
取
と

発
信
の
不
自
由
、
就
労
の
不
自
由
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
不
自
由
の
克
服
の
た
め
、
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
駅
ホ
ー
ム
か
ら
の
視
覚
障
害
者
の
転
落
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
全
視

協
の
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
転
落
死
亡
一
一
件
、
骨
折
以
上
の
重
傷
二
二
件
、
接
車
死

亡
一
件
、
接
車
重
傷
一
件
の
計
三
五
件
の
重
大
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
駅

ホ
ー
ム
は
「
欄ら

ん
か
ん干
の
な
い
橋
」
で
す
。
転
落
防
止
の
た
め
の
可
動
柵
の
設
置
が
私
た
ち
の
歩
行
権
保
障

の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

別
の
問
題
で
は
、
先
日
関
西
地
方
の
あ
る
県
立
図
書
館
司
書
採
用
試
験
の
募
集
要
項
に
、「
活
字
印

刷
文
に
対
応
で
き
る
者
」
と
い
う
要
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
事
実
上
点
字
使
用
者
を
排

障害者権利条約批准
新たなスタートラインに立って

　　田
たなか

中　章
しょうじ

治さん一般社団法人
全日本視覚障害者協議会代表理事
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たなか　しょうじ
　1945年石川県に生まれる。先天性弱視であったが、20代で完
全に失明。2009年に35年間勤務した東京都立中央図書館を退
職。現在は、一般社団法人全日本視覚障害者協議会代表理事、
障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会副会長（他多数）を
つとめる。盲導犬ニコラスをともなって行動している。

除
し
て
お
り
、
差
別
に
当
た
り
ま
す
。
各
方
面
か
ら
の
抗
議
に
よ
り
、
県
教
育
委
員
会
は
、
次
回
の
改

善
を
約
束
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
四
七
都
道
府
県
中
、
点
字
試
験
を
ま
っ
た
く
実
施
し
て
い
な
い
県

が
一
四
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（「
点
字
毎
日
」
四
六
八
八
号
）。
私
た
ち
は
、
点
字
試
験
の
制
度

化
を
求
め
て
運
動
を
強
め
よ
う
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
障
害
者
が
六
五
歳
で
介
護
保
険
適
用
と
さ
れ
、
い
ま
ま
で
の
障
害
者
総
合
支
援
法
か
ら
外
さ

れ
、負
担
増
と
利
用
抑
制
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、障
害
者
総
合
支
援
法
第
七
条
に
あ
る
「
介

護
保
険
優
先
原
則
」
の
早
急
な
撤
廃
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
法
が
、
憲
法
や
締
結
し
た
障
害
者

権
利
条
約
が
保
障
す
る
権
利
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
典
型
的
な
事
例
だ
か
ら
で
す
。
条
約
を
締
結
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
条
約
が
憲
法
と
一
般
法
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
締
約
国
に
は
、
条
約
と
の
整
合
性
を
も
た
せ
る
た
め
の
法
改
正
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

最
後
に
私
た
ち
は
、
条
約
批
准
の
一
方
で
、
第
二
次
安
倍
政
権
に
よ
る
「
く
ら
し
と
平
和
・
民
主
主

義
」
へ
の
か
つ
て
な
い
攻
撃
が
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
率
の
連
続

引
き
上
げ
と
自
立
自
助
、
自
己
責
任
を
基
調
と
し
、
憲
法
二
五
条
の
生
存
権
を
否
定
す
る
社
会
保
障
制

度
の
解
体
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末
の
「
秘
密
保
護
法
案
」
の
強
行
、
そ
の
後
に
続
く

解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、
そ
し
て
憲
法
改
悪
と
い
う
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く

り
」
の
危
険
な
動
き
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
趣
旨
に
逆
行
す
る
動
向

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
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昨
年
一
二
月
四
日
、
参
議
院
本
会
議
に
て
障
害
者
の
権
利
条
約
が
承
認
さ
れ
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。
一
四
一
番
目
（
Ｅ
Ｕ
を
含
め
）

に
締
結
し
た
日
本
。
ほ
と
ん
ど
の
障
害
者
団
体
が
条
約
批
准
を
歓
迎
し
、〝
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
だ
〟
と
位
置
づ
け
た
。

障
害
者
の
権
利
条
約
は
、
第
五
六
回
国
連
総
会
（
二
〇
〇
一
年
）
に
特
別
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
条
約
交
渉
を
経
て
、
二
〇

〇
八
年
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
が
二
〇
番
目
の
批
准
を
行
い
、
同
年
五
月
三
日
に
発
効
し
た
。
日
本
の
条
約
批
准
に
は
、
発
効
後
五
年
半
か

か
っ
た
。
こ
の
歳
月
は
、
日
本
の
障
害
者
運
動
を
大
き
く
広
げ
、
深
め
、
そ
し
て
成
長
さ
せ
た
。
こ
の
時
期
は
、
自
民
党
政
権
か
ら
民

主
党
政
権
に
移
行
し
、
ま
た
自
民
党
政
権
に
戻
る
と
い
う
政
治
変
貌
の
中
で
の
運
動
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第

一
原
発
事
故
で
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
障
害
者
や
家
族
、
事
業
所
の
人
々
の
被
災
を
体
験
し
、
い
ま
も
続
く
生
活
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
団
体
が
、
条
約
締
結
と
関
連
国
内
法
の
乖か

い
り離
を
埋
め
、「
障
害
者
の
こ
と
は
、
障
害
者
自
ら
が
決
め
る
」
と
い

う
主
体
的
な
立
場
と
運
動
を
広
げ
た
。
そ
し
て
、
国
内
法
を
整
備
し
な
が
ら
締
結
さ
せ
る
過
程
の
検
討
会
や
審
議
会
等
へ
の
構
成
員
を

担
っ
て
、
運
動
と
世
論
を
背
景
に
大
き
な
到
達
と
前
進
面
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
一
方
で
、
社
会
保
障
改
革
推
進
法
や
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
な
ど
の
動
き
は
、
法
的
拘
束
力
か
ら
努
力
義
務
へ
の
後
退
や
本
誌
六
月
号
で
紹
介
し
た
六
五
歳
問
題
な
ど
、
条
約
と
相
反

し
た
動
き
も
あ
る
。
ま
し
て
や
、
他
国
に
武
力
行
使
で
き
る
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
を
く
わ
だ
て
る
政
権
の
も
と
、
障
害
福
祉
だ
け
が

前
進
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
も
事
実
だ
。
し
か
し
、
粘
り
強
く
共
通
の
目
標
で
取
り
組
ん
で
き
た
障
害
者
運
動
を
重
視
し
、
そ
の

結
束
の
な
か
の
到
達
と
、
ほ
か
の
社
会
福
祉
運
動
に
お
よ
ぼ
し
た
大
き
な
教
訓
と
激
励
は
、
集
団
的
自
衛
権
を
憲
法
解
釈
で
変
更
し
よ

う
と
す
る
動
き
を
、
食
い
止
め
る
取
り
組
み
に
連
動
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

障
害
者
の
権
利
条
約
が
い
き
る

社
会
と
日
本

特 集

※�

本
特
集
で
「
権
利
条
約
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

す
べ
て
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
を
指
し
ま
す
。


